
東広島市三ツ城コミュニティーハウス

古玉菊江

同世代の

子育て・ママ育てガイドブック



はじめに

・本市には、毎年発刊してい

る「子育てガイドブック」が

ある。しかし、十分な活用

が見られない。

・本市の家庭教育支援のバイ

ブルとして、また、子ども・

保護者・支援者が共に「育

つ」潤滑油としての活用を

目指すこんなガイドブック

がほしい。
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（1）地域の現状

□問題の背景

・社会全体で子育て家庭、親の支援が本格化。

・基本理念「つながる・つなげる・育ちありのまち

づくり」のもと、子ども、保護者、支援者がともに

育つ必要。

・すべての子どもと親への、切れ目のない支援

と、情報提供相談体制の充実が必要。



（1）地域の現状

□三ツ城コミュニティーハウスはどんな

ところ

○地域の子育て支援の拠点

・場所：学校の中にあるので人が集まりやすい。

地域の人にも呼び掛けやすい。

・環境：安心して活動できる。

退職された知識豊富な方が周りに多い。

・募集：チラシなど子どもを通じて配布しやすい。

親子の把握がしやすい。



（2）解決すべき地域の課題

・ 『「子育てガイドブック」の変容に向けて①第1期

（乳幼児）②第2期(幼稚園・保育所)③第3期(小学

校)に分け、同年代の子どもを持つ保護者に合った

｢子育てガイドブック｣を作る。』

・その為には、「アンケートによる調査、掲載内容の

確認・情報収集、編集方法の習得の３点が必要」



（3-1）事業実施の提案１

アンケート調査

・ある場所に絞って調査する。

・「子育てに不安はあるか」



（3-2）事業実施の提案２

学習会

・同世代の保護者の「切実な悩み」のための講座を

開設する。

①プログラム名

「東広島市子育てガイドブック養成講座

－同世代の悩みに応えてー」

②内容

・「ガイドブック」に携わった関係者の話を聞く。

・月1回の会合を持ち交流する。



（3-3）事業実施の提案２

③対象者

・三ツ城小学校区内外で子育てボランティア活動

を行っている同世代のお母さん。

④プログラムの実施方法

・本市の子ども子育て支援事業の概要。

・「子育てガイドブック」の内容確認・習得。

※関係機関の出前講座の実施。

・子育て実施機関との交流。

・子育て目標の改変について。



（3-4）事業実施の提案３

ガイドブック作成講習会

○対象者

子育てボランティアを行っている同世代の母親

○実施方法

・ガイドブック指導は編集者の話を聞く。

・『ガイドブック』を作る上での「基本となるもの」に

ついて詳しく指導を受ける。

・取材の仕方、文章の書き方、カットの入れ方の

工夫等の指導。

・個性を活かしたガイドブックの作製方法など。



（4）実施体制

○専門機関

広島県西部東保健所

社会福祉協議会

子育て・障害総合支援セン

ター

○教育機関

広島付属幼稚園

あい西条保育園西条中央

三ツ城小学校

中央中学校

県立賀茂高等学校

○学習機関

広島大学

中央図書館

中央生涯学習センター

三ツ城いきいき子どもクラブ

○児童青少年施設

児童青少年センター

キッズプラザゆめもくば



（5）関係者の声・具体事例

○関係者の声

・地域で楽しく安心して子育てができるよう、子育て

親子に温かい手を差し伸べてほしい。

・親子の集まれる場所がもっとあればよい。

インタビューシート→



（5）関係者の声・具体事例

○東広島子育て情報誌の発行者に取材

①情報誌の目次

・東広島のいろいろなママを紹介

・イベント情報

・子育て応援し隊

・保育園一覧

・気になるお口のこと など

②内容

・同世代の子どもたちにふさわしい内容

・親子で思わず出かけてみたい

・手に取ってみるだけで楽しい

参考資料 ポナママ→



（6-1）見込まれる成果・効果

○評価体制、成果指標

①アンケート調査

・アンケート調査をすることによって、母親の子育ての

悩みを把握することができ、悩み解消の今後の取り

組みに向けての方向付けができる。



（6-2）見込まれる成果・効果

○評価体制、成果指標

③学習会

・知恵を出し合うことで貴重な意見を吸収できる。

・お互いの意見を出し合うことで仲間づくりの充実度

が増す。

④ガイドブック養成講座

・編集者に詳しいプロの話を聞き、編集に役立てるこ

とができる。



（7-1）今後の展望

○２年目

・初年度の「ガイドブック」づくりを受け、２年目で【ボラ

ンティア養成】

・ベテラン（経験豊富な人）を招いてボランティア養成

講座をしてもらう。

・活動を増やしていくことにより、仲間づくりを通して絆

が深まればよい。

・ボランティア養成では、聴講後訪問したり意見交流

したりして今後の参考にする。



（7-2）今後の展望

○３年目

・３年目で養成したボランティア自主サークルを立ち

上げ、別の子育て支援活動を企画・展開する。

・自立を目指す。

・他の地域に出かけ、参考になることは持ち帰り今後

の参考にする。



（8）おわりに

○まとめ

・「ガイドブック」の見直しに取り組み、同年代の母親が

気軽に読めるよう工夫していきたい。

・若い世代が積極的に活用しているインターネットなど

のネットワークにつなぐ工夫をしていきたい。



ご清聴ありがとうございました。



（資料 グラフ）



（資料 はあとふる）



（資料 障害者総合支援）



（資料 社会福祉協議会）



（資料 ゆめもくば）



（資料 インタビューシート）



（資料 ポナママ）




